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1.2  シニア・サポータの活動 

 

 2014 年度新設した「シニア・サポータ」について、2021 年度は、2020 年度に登録を行

った学生 3 名（4 年次生 1 名、3 年次生 2 名）とシニア・サポータを目指している学生 3 名

にも参加を許可し、合計 6 名で活動を行った。 

4 月から、3 年次生を中心にシニア・サポータ会議を重ね、9 月には「2021 年度 他大学

交流会兼活動報告会（ぴあこむ Peer's Communication）」を開催した。2018 年度から実施

している他大学交流会は今回で 4 回目となり、5 大学（京都産業大学、京都女子大学、白鴎

大学、北星学園大学、長崎大学）26 名のピア・サポート活動を行っている学生と教職員ス

タッフの参加があった。 

 以下に、2021 年度のシニア・サポータの活動を示す。 

 

◆企 画 名  2021 年度 他大学交流会兼活動報告会（ぴあこむ Peer's Communication） 

日  程  2021 年 9 月 10 日（金）13：00～16：15 

場  所  オンライン開催（Zoom） 

参加者数  38 名（うち、他大学：33 名、本学 5名） 

目  的 

新型コロナウイルスの影響による活動制限下で、実際の活動を通じて得た知見を共有し、今後

の学生ピア・サポートの在り方を大学間の交流を通じて再定義し、同時に来学期以降の活動を

創出する機会とする。 

１）今までと真逆の活動環境となる「集まれない」「イベント活動ができない」という前提で、

これからの学生ピア・サポート活動をどのような形にするべきなのか？  

２）新しい制約（ニューノーマル）の中で、学生生活の変化やその変化に対応した学生に対す

るピア・サポートの検証⇒秋学期以降も継続的に交流が行える関係性をめざす。 

内  容 

スケジュール： 

発表会：～コロナ禍での各大学の取り組みを通して～ 

日 時：2021 年 9 月 10 日(金) 13：00～16：15  (途中休憩含む) 

議 案：「春学期コロナ禍におけるピア・サポート活動の現状について」 

１）第一部：～コロナ禍での各大学の取り組みやこれからの活動に向けて～ 

２）第二部：～他大学との意見交流会～ 

交流会  ～各大学との意見交流会～ 

効  果 

・第一部では、各大学から提出頂いた資料を基に、各大学のコロナ禍での取り組みや課題、変

化などについて包括的に発表があった。各大学の発表後には質疑応答の時間を設け、多くの

質問や提案がなされた。 

・第二部では、第一部での各大学の取り組みや課題を知った上で、少人数のグループに分かれ

て交流を行った。各グループ毎に関大生ファシリテーターを配置するとともに、事前に行っ

たアンケート結果を共有するなどして有意義な話し合いが行えるような仕掛けを行った。 
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改 善 点 

・第一部での質疑応答が想定よりも活発に行われたため、時間が全体的に押してしまった。 

各所での時間短縮に努めたものの最終的には 30 分ほど後ろ倒しとなってしまったため、 

次回以降は余裕を持ったタイムスケジュールで行いたい。 

・参加後のアンケートでは、一部から「もう少し交流を行いたかった。」等の意見が寄せられた

事から、次年度以降の開催では、学生同士の意見交換・交流の機会を増加させることで満足

度を向上したい。 

感  想 

・今年度は初のオンライン開催であったが、事前準備を含めて短期間で効率的な準備や周知が

行えたことは、今後オンライン・オフラインを併用して活動を行っていく上で、良い経験と

なった。 

・全国的にもピア関連のイベントなどが縮小・中止となる中で、これまでと方法を変えて他大

学交流会を開催し、課題の共有を行えたことは、関大・他大学双方にとって大きな意義があ

ったと感じている。 

・本年で 4 回目となった他大学交流会であるが、これまで各大学と構築してきた関係をこれか

らも継続したいという意見が多く寄せられた。これを踏まえても次年度以降の他大学交流会

もぜひ本学主催にて開催したい。 

 

2020 年度に続き 2021 年度も新型コロナウイルス感染症のため、思うように活動できな

い 1 年ではあったが、オンラインを活用して新しい企画にも取り組むことができた。どの

ように活動していくかを考え、「2021 年度 他大学交流会兼活動報告会（ぴあこむ Peer's 

Communication」を実施することができた。「2021 年度 他大学交流会兼活動報告会（ぴあ

こむ Peer's Communication）」では、オンラインを活用することで、九州や北海道の大学に

も参加していただくことができ、普段なかなか会う

機会のない学生同士の交流を行うことができた。 

また、ピア・コミュニティ全体のサポートとして、

思い通りには活動ができない 1 年ではあったが、学

生支援室 TA が実施するピア・サポート研修のファシ

リテーションを担うなど、今できる活動は何か、何が

今求められているのかを常に考えながら活動を行う

ことは、学生にとって大きな経験となったと考えて

いる。ピア・コミュニティを引っ張っていく立場とし

て、率先してオンラインを活用した企画を考えたシ

ニア・サポータたちの成長を確信することができた 1

年であった。 
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2  ピア・コミュニティの活動報告 



2.1  ピア・コミュニティ活動のあゆみ 

 

2008 年度に発足した「国際コミュニティ“KU ブリッジ”」、「ピア・コミュニティ運

営本部」、「ピア・スポーツコミュニティ」、2009 年度に発足した「KU サポートプラン

ナー」、「KU コアラ」、「KU サポーターズ」、「ぴあかんず」、2010 年度に発足した

「i.com」、あわせて 8 つのピア・コミュニティがこれまでピア・サポート活動を行ってき

た。そして、2018 年度には 9 つ目のピア・コミュニティとして、新たに「関西大学学生 PR
チーム SUGaO」が発足した。以下の表は、2021 年度における各ピア・コミュニティの活

動状況及びあゆみである。 
 
▼2021 年度の活動状況 

運営本部 KUブリッジ PSC KUSP KUコアラ SUGao シニア・サポータ

4月
新入生歓迎オリエンテー
ション
ピア・フェスタ※

自分の魅力を発信して友
達を作ろう！※

集まれ新入生！春のピ
ア・スポーツ・カフェ※

2021年度特集本展示 第1回
「キャリアアップ」
集え本好き！読書好き交流
会@Zoom 4月回※

5月 ピア・カフェ※
集え本好き！読書好き交流
会@Zoom 5月回※

6月 Welcome to peer 2021※
日本語カフェ（3回）※
カタカナ禁止ゲーム※ KOALA6月号の発行

7月
日本語カフェ（2回）※
これなに！？Let'sイラ
スト早押しドン！※

みんなで宅トレダイエッ
ト!!(to七夕）-願いを叶え
るためYouTube動画で楽
しくエクササイズしませ
んか？-※

アサーショント
レーニング講座※

すがらじ（定期開
催）

8月 ベストアクト～みんなで
俳優になりきろう～※

日本語カフェ※
自分当てクイズ！※

関大SUGaOのSDGs
（定期開催）

10月

ピア×ボラ 秋‼オンラ
イン新歓イベント※
大学生活充実させたい人
集まれ‼仲間と共に学び
合おうピア・コミュニ
ティ！※

日本語カフェ※
心をひとつに！記憶を
辿って！みんなで絵しり
とり※

しゃべランチ♪～
みんなで楽しく話
そう！～※（10/4
～10/9）

ビブリオバトル～この本が
読みたい！杯～※

SUGaO-Festival!!

11月 日本語カフェ※
NGワードゲーム※

あなたのいろはナ
ニイロ！？パーソ
ナルカラー講座※

関大キャンパス
ニュース（定期開
催）

12月
オンラインクリスマス会
～クイズを通して各国の
クリスマスの過ごし方を
知ろう～※

WithBooks～コアラ選書サ
ポート～（12/1～12/29）

1月

2月 日本語カフェ※

日本語カフェ※

9月

ぴあこむ（他大学交流会兼活動報告会）※

3月
2021年度 関西大学ピア・コミュニティ活動報告会※

 

※新型コロナウイルス感染防止対策のためオンラインにて実施 

※KUサポーターズ、ぴあかんず、i.com は活動休止中 
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▼【参考】各ピア・コミュニティのあゆみ 

【参考】各ピア・コミュニティのあゆみ

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014 活動休止

2015 活動休止中 活動休止中

2016

2017

2018

2019

2020 活動休止中 活動休止中

2021

関西大学学
生PRチーム
“SUGaO”

2018年4月
発足

活動再開

2018年3月
ピア・サポータ
有志により復刊
号を発行

ぴあかんず i.comＫＵ
ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞ

活動再開

ピア・
コミュニティ
運営本部

国際
コミュニティ

“ＫＵ
ブリッジﾞﾞ”

ピア・スポーツ
コミュニティ
（ＰＳＣ）

ＫＵサポート
プランナー
（ＫＵＳＰ）

ＫＵコアラ
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2.2 ピア・コミュニティの活動 
この章では、ピア・サポータからの声を中心に、ピア・コミュニティの趣旨と特徴、各

活動の実際を紹介する。 
 

2.2.1 ピア・コミュニティ運営本部 
 

■ ピア・コミュニティの趣旨 
ピア・コミュニティ運営本部（以下、「運営本部」という。）は、存在する全てのピア・

コミュニティを見渡し、ピア・コミュニティ間の連携や情報共有を促す役目を担っている。
そのため、ピア・サポータの合宿や研修などの企画・運営を行い、ピア・コミュニティ間
の交流を促進している。このほか、関西大学におけるピア・コミュニティの普及と各ピア・
コミュニティの活動支援を行っている。 
 

■ 所属人数 
13名 ＊1年次生2名、2年次生1名、3年次生6名、4年次生4名（2022年3月末現在） 
 

■ ミーティングの概要 
週1～2回（曜日は不定期。随時、調整。） 
 

■ ピア・コミュニティ内の連携 
今年度も会議の改善と研修生がピア・サポート活動に積極的に関わっていける環境づ 

くりに努めた。 
会議を1週間に1回設け、メンバーの出席率が高い日程と時間に設定した。また、欠席者

のために議事録をメーリングリストで送信する、定例会議とは別に情報共有の時間を設
けるなどの取り組みによって、会議において活発な議論が行えた。 
企画を進めていく際は、必ず研修生を交えて行った。こうすることで、研修生は活動に

なじむことができ、今後企画を運営していく上でのノウハウを学ぶことができた。 
 

■ ピア・コミュニティ間の連携 
運営本部はその活動の趣旨から、必然的に他のピア・コミュニティを支援する連携体制

を取っている。また、合宿、活動報告会などの合同企画を通じて、全てのピア・コミュニ
ティに所属するメンバー間の交流を促進させ、連携を深めることができるように活動し
ている。 
 

■ 教職員との連携について 
支援部署であるボランティア活動支援グループの教職員から、要所で助言をいただき

ながら活動を進めてきた。今後も適宜教職員と意見交換をしながら、学生主体のより質の
高いピア・サポートをめざしていきたい。 
 

■ 課題 
今年度は、初めての試みとして、ピア・コミュニティ全体で「ピア・フェスタ」や「ピ

ア・カフェ」の新入生歓迎行事を行った。しかし、運営本部としては、人手不足が発生し
ているため、ピア・コミュニティ全体を支えていける人員集めと育成や環境形成が今後の
課題である。 
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◆企 画 名  ピア・フェスタ 

日  程  2021 年 4月 21日（水）～4月 30日（金）12：20〜13：00 

場  所  オンライン（Zoom） 

参加者数  20 名（ピア・サポータ 11名、学生支援室 TA3名、一般学生 6名） 

 

目  的 

・ピア・サポート活動を関大生に広めること。 

・ピア・サポート活動を知らない学生に活動内容や活動理念を知ってもらうこと。 

・ともに活動してくれる新しいメンバーを募集すること。 

内  容 

・始めに、参加者に軽い質問（何回生か？何学部か？など）を問いかけ、ピア・サポータ

や参加者がお互いに軽い自己紹介を行う。 

・各コミュニティが活動内容や活動理念を PPTにしてそれぞれ発表を行った。 

・運営本部が司会となって他のコミュニティのメンバーや参加者に話を振り、会話を勧め

た。 

・参加者の質疑応答や相談。 

効  果 

・SNSやホームページを紹介することによって、広報活動も行うことができた。 

・学生が興味を持ってくれた（KUコアラが一番の人気かなという印象）。 

改 善 点 

・最初の数回は TAに頼りっぱなしだった。今後は見習っていきたい。 

・TAが参加していない回でもうまく立ち回りできるようにする。 

・参加者が参加しやすい雰囲気を創るために、出だしから明るく接してあげたり、何気な

い会話で親しみやすくするべきだった。 

感  想 

・このようなイベントで自分が制作した PPTの発表や司会進行が初めてだったので少し緊

張したが、回数を重ねるごとに少しずつ上達できた。この経験を生かして次の機会から

は初回からうまく行えるように準備したい。 

・合いの手を入れてあげたりして、静かになる時間をなくすべきだった。 

・少しコツを掴んできたので、次の機会では、今回よりももっと有意義なイベントにした

い。 
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◆企 画 名  ピア・カフェ 

日  程  2021 年 5月 6日（木）～5月 12日（水）12：20～13：00 

場  所  オンライン（Zoom） 

参加者数  14名（ピア・サポータ 10名、TA1名、一般学生 3名） 

 

目  的 

・ピア・サポート活動に興味のある学生がピア・コミュニティに所属しているメンバーと

交流し、実際に相談や質問できる場を創ること。 

・ピア・サポート活動を知らない学生に活動内容や活動理念を知ってもらうこと。 

内  容 

・始めに、参加者に軽い質問（何回生か？何学部か？など）を問いかけ、ピア・サポータ

や参加者がお互いに軽い自己紹介を行い、日替わりで用意したアイスブレイク（積み木

式自己紹介、しりとり自己紹介、共通点探し、GOOD and NEWなど）や、参加者の質疑応

答・相談を行った。 

効  果 

・元々興味を持ってくれていた学生はコミュニティに参加する意欲を見せてくれた。 

・あまり知らない学生も少しは興味を持ってくれた。 

改 善 点 

・自分なりにうまく場を回すことのできた日もあったが、最終日は他人任せになって参加

者が話しやすい雰囲気を創ることができなかった。 

・人数が多すぎた。各コミュニティから多くても 2 人、全体で 5 人くらいがちょうどいい

と思った。 

・もう少し参加者が増えてもらえるように、広告活動を頻繁に行えば良かった。 

・運営本部内での情報伝達がうまくいっていない。 

感  想 

・ピア・カフェを通して、学生が少しでもピア・サポート活動について興味を持ってくれ

て嬉しかった。 

・場の回し方がうまくいかない日もあったが、かなり勉強になった。 

・合いの手を入れてあげたりして、静かになる時間をなくすべき。 

・少しコツを掴んできたので、次の機会では、今回よりももっと有意義なイベントにした

い。 
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◆企 画 名  ピア×ボラ 秋!!オンライン新歓イベント 

日  程  2021 年 10月 7日（木）、10月 8日（金）12：20～12：50 

場  所  オンライン（Zoom） 

参加者数  15名（ピア・サポータ 10名、一般学生 5名） 

 

目  的 

ボランティアセンター学生スタッフと共同で実施することで、より多くの一般学生にピ

ア・コミュニティについて知ってもらう機会とする。また、協力して企画する中で、お互

いのいいところを吸収し、お互いに今後の活動にむけてステップアップすることを目的と

して実施する。 

内  容 

ボランティアセンター学生スタッフと共同で行う。 

①挨拶・説明 

ピア・サポート活動とボランティア活動について説明を行う 

②コミュニティ活動紹介 

ピア・コミュニティとボランティアセンター学生スタッフの活動紹介を行う 

③対談企画 

コミュニティに入ったきっかけや成長したところなどのテーマで対談を行う 

④アンケート・募集についての説明 

興味を持ってくれた学生に対して、メンバー募集について説明を行う 

効  果 

・一般学生に活動を知ってもらえた。 

・ボランティアセンター学生スタッフとの対談を通して、活動内容を詳細に伝えることが

できた。 

改 善 点 

・募集期間をもっと長くするべきだった。 

・今回は、ボランティアセンター学生スタッフとの共同企画だったので、事前の打ち合わ

せをもっとしておくべきだった。 

感  想 

自分たちの活動をアピールする機会であるとともにボランティアセンター学生スタッフ

の活動を知る機会にもなり、今後も他団体との合同企画を行っていきたいと思った。 
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◆企 画 名   自分の魅力を発信して友達を作ろう！ 

日  程  2021 年 4月 11日（日） 

場  所  オンライン開催（Zoom） 

参加者数  9名（ピア・サポータ 1名、研修生 6名、TA 1名、留学生 1名）  

 

目  的 

 ピア・コミュニティの学生と交流することで、留学生の不安をなくし、関西大学での

学生生活のいいスタートを切れる機会にする。 

内  容 

10:00 集合 

10:15 KUブリッジ紹介・今日の流れを説明 

10:20 自己紹介開始 

11:55 アンケート・写真撮影 

12:00 解散。スタッフはフィードバック後、解散 

効  果 

・説明者自身のことや、地元の特産物など知らないことを知ることができた。 

・留学生やスタッフに、積極的に質問できた。 

・留学生と共通の趣味を知れた。 

・留学生は 1人だったが、一緒に盛り上がった。 

・時間通りに進めることができた。 

・留学生が来なかったときの切り替え、対応が良かった。 

・楽しい時間を過ごせた。 

改 善 点 

・質問について、途中で質問するか、後で質問するか事前に決めておく。 

 →事前のミーティングで質問の練習をしておく必要があった。 

・パワーポイントの共有、Zoom の操作を練習しておくべきだった。 

・申込人数は 6人だったが、当日は 1人しか参加者がいなかった。 

 →Zoomの場合は対応しやすいが、対面の場合であればお金が発生していて大変なので、 

遅刻者・欠席者の対応について事前に対応を決めておく必要がある。 

・イベント開始前の 10分間に話す話題を事前に決めておく。 

感  想 

 今回の自己紹介企画では、留学生が 1 人であったため、留学生が気軽に質問することが

できる環境であり、スタッフも質問に対し詳細に答えることができ、留学生とスタッフ間

でたくさんのコミュニケーションを図ることができた。さらに、留学生が日本で挑戦して

みたいことを知ることができたため、KUブリッジの提案できる企画の幅が広がった。  
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◆企 画 名    ベストアクト～みんなで俳優になりきろう～ 

日  程  2021 年 8月 22日（日） 

場  所  オンライン（Zoom） 

参加者数  10 名（ピア・サポータ 4名、研修生 4名、留学生 2名）  

 

目  的 

夏季休業に入り、大学で日本人学生との交流が減ってしまった留学生に、ゲームを通し

て、楽しく交流する機会を提供することを目的とする。 

内  容 

19:50 スタッフが集合   
20:05 参加者が集合  

20:15 自己紹介、ルール説明    
20:20 ブレイクアウトルームを利用してグループ    

に分かれ、ゲームを行いながら交流   
20:35  グループを変更し、再び交流    
20:55  記念写真の撮影を行い、アンケートに回答    
21:00  解散   
21:10  スタッフはフィードバックを行った後に解散 

効  果 

・ゲームを通して、同じ言葉でも文化等によって捉え方が違うことを知り、異文化交流が

できた。  

・ゲーム内のお題とは別に、例題を準備していたのでゲームが先に終わっても例題を利用

してゲームを続行することが出来た。  

・ゲーム開始前にスタッフがデモンストレーションを行うことで、ルールをより理解して

もらいやすかった。  

・ゲーム自体も楽しく、スタッフが話題提供をして良い雰囲気づくりができていた。  

・パワーポイントを提示しながらゲームを行うことで、それぞれが内容を確認することが

できた。  

改 善 点 

・周知が遅れ、参加者が少なかった。  

→スムーズに計画を進め、インフォメーションシステム「お知らせ」で周知を 2回行う。  

・ゲーム内の選択肢に「呆然」や「とぼけ」など難しい言葉があり、わかりづらかった。  

→留学生が理解しやすいように、わかりやすい言葉を使用したり、シチュエーションを

例に挙げたりする。  

・場を盛り上げる際に、新スタッフが黙ってしまう場面が見られた。  

 →全スタッフが積極的に話せるようにする。  

・応募者 4名に対して実際の参加者 2名と差があった。  

 →開催日や時間の設定、周知の仕方などに工夫がより必要だと考える。 

感  想 

今回、新メンバーが一部の司会を務めたが、先輩スタッフ方に助けてもらいながら、ス

ムーズに進行することができた。ゲームのルール説明では、デモンストレーションを行い、

誰もがより簡単にルールを理解できるよう工夫ができた。ゲームを通して、国による言葉

のとらえ方の違いなどに気づくことができ、有意義な異文化交流ができたと感じている。

終始楽しく企画を行うことができ、留学生に楽しく交流する機会を提供する、という本企

画の目的を達成することができたと思う。  
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◆企 画 名   NG ワードゲーム 

日  程  2021 年 11 月 23 日（火） 

場  所  オンライン（Zoom） 

参加者数  6 名（ピア・サポータ 3名、研修生 3名） 

 

目  的 

新型コロナウイルスの感染拡大により、留学生が日本人学生と交流する機会が減少して

いる。そこで、本イベントを通して留学生に日本人学生と交流する機会を提供し、言葉を

使ったゲームを用いて留学生と日本人学生の交流を深めることを目的とする。 

内  容 

19:50 スタッフが集合 

20:05 自己紹介、ルール説明 

20:15 NG ワードゲームを行いながら交流 

20:30 ゲーム終了  

21:00 スタッフはフィードバックを行った後、解散 

効  果 

※一般学生及び留学生の参加者はいなかったが、新人スタッフの育成・経験のために開催

した。 

・例を用いてルール説明を行ったため、ゲームのルールが分かりやすく、企画自体も楽し 

く行うことができた。 

・難易度がちょうど良かったため、頭の体操になり、言い換え力がつくなどの勉強要素も 

含むいい企画だった。 

・準備の動き出しが早かった点や、当日のスタッフの役割をきちんと分担できた点が良か 

った。 

・NG ワードや点数を全員で共有したことで、よりゲームを盛り上げることができた。 

改 善 点 

・一般学生及び留学生の参加者がいなかった。ゲームの回答者がもう少し多いほうが盛り

上がったのではないか。 

→準備をきちんと行い、周知を 2回できるようにする。また、インフォメーション文や 

ポスターを、ゲームの内容が一目でわかり、興味を持ってもらえるようなものにする。 

・結果発表の仕方がシンプルだった。 

→結果発表を事前にパワポを作って壮大に行う。また、ゲーム中に点数を共有すること 

で、より臨場感を出す。 

・問題を出す方にも得点する方が良かった。 

 →例）1回目の説明で答えさせることができたら、出題者にも追加で得点する。 

・ヒントの出し方をもっと工夫すべきだった。 

→例）徐々に NG ワードを開示する。 

・Zoom の使い方に少し不手際があった。 

→リハーサルを行い、一度確認する。 

感  想 

今回のイベントはアクシデントが多く、事前準備がままならない状況での開催となってし

まったが、その代わり新人スタッフの良い練習の場となったように感じる。企画自体は盛

り上がったと同時に、今後の企画で活かすことができる改善点が多く見つかったので、今

回の反省点を全体で共有し、今後の企画の糧としたい。 
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◆企 画 名 オンラインクリスマス会～クイズを通して各国のクリスマスの過ごし方を知ろう！～

日  程 2021 年 12 月 18 日（土） 

場  所  オンライン（Zoom）

参加者数  15 名（ピア・サポータ 3名、研修生 4名、一般学生 7名、留学生 1名） 

目  的 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、留学生と日本人学生の交流が減少している。そ

こで、日本や世界の国々のクリスマスの文化に関連した内容のクイズ企画を通して、異文

化交流を深め、日本人学生と留学生との交流を促進することを目的とする。 

内  容 

19:50 スタッフが集合

20:00 参加者が集合 

20:05 自己紹介 

20:10 イベント全体の流れの説明と個人戦クイズのルール説明

20:15 ブレイクアウトルームに分けて個人戦クイズ開始 

20:45 メインルームに戻って団体戦クイズのルール説明

20:50 ブレイクアウトルームに分けて団体戦クイズ開始 

21:20 メインルームに戻って写真撮影を行い、アンケートに回答

21:30 参加者が解散 

21:40 スタッフはフィードバックを行った後に解散

効  果 

・ブレイクアウトルームでは、良い雰囲気を作り出し、参加者のリアクションも良かった。 

・参加者が世界各国のクリスマスの文化について勉強になった。

・イベントに初めて参加したスタッフも順調に進行できた。

・ルールの説明をうまくすることができた。

・準備を計画的にできて周知期間が長くとることができた。

・応募確認メールとリマインドメールを送ったことで、応募者と参加者のギャップを減ら

すことができた。

改 善 点 

・留学生の参加者が少なかった。

→留学生と一般学生の両方が興味を持てる企画を考えるようにする。

・計画通りに行うことに集中してしまい、面白味に欠けてしまった。グループごとで盛り

上がりに差があった。→企画担当者が率先して盛り上げるようにする。

・Zoom の使い方に少し不手際があった。→リハーサルを行い、事前に確認する。

・参加者にカメラ、ミュートを解除するタイミングを曖昧に伝えてしまい、困らせてしま

った。

→カメラ、ミュートを解除してもらうタイミングを事前に決めておく。

・一般学生から KU ブリッジの普段の活動内容について質問があった。

→インスタグラムなどの SNS を通して普段の活動内容を発信していく。

感  想 

今回のイベントは新鮮で、参加者全員にとって勉強になるクリスマスクイズの問題が多

く、ルールの説明もわかりやすかったと思う。また、5  人のスタッフのうち 2 人が初めて

の参加で、初めての司会だったにもかかわらず、うまく進めることができた。 留学生の人

数が少なかった点は、どんなテーマが留学生と日本人学生の興味を引き出せるかを工夫す

る必要がある。 序盤で Zoomの使い方に慣れなかった点については、事前練習で使い方を熟

知することで改善していきたいと思う。 
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◆企 画 名  アサーショントレーニング 

日  程  2021年７月１日（木）18：00～19：30 

場  所  オンライン（Zoom） 

参加者数  14名（ピアサポータ 2名、研修生 1名、TA1名、一般学生 10名） 

 

目  的 

大学の講義からは得られない学びを提供するという活動理念のもと、学生の将来に必要

不可欠である自己表現についてトレーニングを行うことを目的として実施した。 

内  容 

コミュニケーションの重要性を再認識してもらうためのワークを行った後、参加者自身

の日常を振り返りながら自らのコミュニケーションのタイプ、自己表現の傾向について分

析を行った。最後に、アサーティブな表現方法として DESC 法を紹介し、方法の伝授と実践

トレーニングを行った。 

効  果 

参加者は普段意識することのない自分のコミュニケーションを見つめ直し、問題点を自

覚することができた。また、DESC法を使用したロールプレイを行ったことで、アサーティ

ブな表現の方法を一つ習得することができた。 

改 善 点 

ファシリテーションのリハーサルを入念に行う必要性があった。 

参加者へのリマインドを行う必要があった(各団体の役割を照らし合わせ、誰がどのタス

クを実行したのかを全員で共有することが重要であった)。 

感  想 

学生生活支援グループと学生相談室の先生との共同企画であった。実際に企画に関わる

会議を職員の方と行うことが初めての経験であり、緊張感を持って企画の組み立てに取り

組むことができた。 

多方からのサポートもあり、KUSPのメンバーも積極的に企画に関わることができた。 

うまくいった点と課題がはっきりした企画であり、振り返りを行うことで次の企画に大

きな影響を与えることができると考えた。 
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◆企 画 名 あなたのいろはナニイロ！？パーソナルカラー講座 

日  程 2021 年 11 月 20 日（土）14：40～16：10 

場  所  オンライン（Zoom）

参加者数  41 名（ピア・サポータ 6名、一般学生 31 名、その他 4名） 

目  的 

自身に似合う色（パーソナルカラー）を知ることで、参加者が自身の魅力をより発揮で

きる機会としてもらう。 

内  容 

 色の構成に不可欠である反射（光）やイエローベースとブルーベースといった基礎知識

の理解、似合う色と好きな色の取り入れ方、オンラインでも比較的取り入れやすいマスク

やメガネの選び方について。 

効  果 

好きな色はその人の個性を表すので、積極的に使ってもよい。 

しかし、その色が自身に似合わない場合はボトムスやソックスなどで顔から遠ざけて用

いる。一方で似合う色はできるだけ顔回り（アクセサリーやトップスなど）に用いる。 

等の理解が深まった。 

改 善 点 

 参加者への配布資料を講座詳細メール（リンクにて）で共有したが、参加者が配布資料

のリンクにアクセスできないという問題があったため、次回以降はメール自体に添付して

送ることとする。 

講師が集合時間を勘違いされていたため、伝達の仕方に注意する。 

感  想 

アンケートの回答には、「専門家の方のお話が聞けてよかった」という感想をいただき、 

KUSP が活動目標に掲げる「講義では得られない知識の提供」という点において、一定の成

果を収められたと考える。 

しかし、「パーソナルカラーチェックシートがわかりにくい」や、「パーソナルカラーと

そうでないカラーの具体的な例を挙げたスライドがあればよかった」などの意見も散見さ

れ、「大変満足」には至らなかった参加者も一定数いる結果となった。 

アンケート回答でいただいた様々な意見も含めて、今回の経験を確実に次回以降の企画

に活かすべく、常に参加者の立場になって企画の立案・準備に取り組んでいきたい。 
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2.2.5  KUコアラ 

 
■ ピア・コミュニティの趣旨 

KU コアラは、関西大学の学生の図書館利用促進をめざすため、学生の視点から、図書

館での特集本展示や講習会といった企画を行うコミュニティである。主な活動は、開催

時期に合ったテーマの特集本展示や、読書交流会、講演会の実施・運営である。 

 
■ 所属人数 

16名  ＊1年次生 2名、2年次生 3名、3年次生 5名、4年次生 6名（2022年 3月現在） 

 
■ ミーテイングの概要 

定例会議 企画の進行状況に合わせて週 1回程度オンラインでの開催 

 
■ ピア・コミュニティ内の連携 

定例会議時に各企画の進行状況や問題点を共有し合い、全サポータで現在進行中の企画

の状況を理解できるように心がけている。また、各自で記録を残しているだけでは情報の

非対称性が問題となる可能性があるので、One driveや LINEで議事録の共有を行い、最低

限の情報の共有を行っている。その他にも、クラウドサービスを利用することによって、

先輩方が残してくれた資料を参照できるようにしている。 
 

■ ピア・コミュニティ間の連携について 

特に今年度はピア・コミュニティ全体に関わる行事等の運営委員など、他コミュニティ

のメンバーと共同で企画を行う機会が多かった。そのため、代表や副代表だけでなく、そ

の他のピア・サポータメンバーも他コミュニティのピア・サポータとコミュニケーション

をとることができ、さまざまな刺激を受け、有用な情報の共有を行っていた。これにより、

今まで以上にピア・コミュニティのメンバーである意識が高まっているのではと考えてい

る。 

 

■ 教職員との連携について 

図書館事務室が支援部署であり、活動については企画段階から随時相談や報告を行って

いる。その他にも、定例会議後には議事録を作成し、情報共有を行っている。 
 
■ 課題 

昨年度の課題として、企画開催に際する広報面での工夫が求められる点があった。そ

の点を踏まえ、今年度の 4 月以降は企画広報を行うタイミングを早めるだけでなく、ど

の方法が効果的に広報できるのか、過去のアンケート及び企画参加者やメンバーの声を

参考にして分析を行った。しかし、メンバー募集に関しては課題が残っており、他コミ

ュニティだけではなく、他のサークルや部活動の勧誘方法を参考にして、根本的に勧誘

の方法を見直す必要がある。 
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◆企 画 名  集え本好き！読書好き交流会@Zoom 4月回 

日  程  2021 年 4月 13日(火) 

場  所  Zoom 

参加者数  7名（ピア・サポータ:3名、一般学生:4名） 

 

目  的 

・この交流会の目的は、学生・学部を問わず「読書」という共通の趣味を通し、参加者同

士がコミュニケーションをとることで、参加者の視野を広げ、未知の本との出会いの場

とすることである。この交流会を通して、本への興味を深め、図書館の利用を促進する。 

内  容 

・自己紹介 

・アイスブレイク(あらすじ本当てクイズ) 

・おすすめ本紹介 

・フリートークタイム 

・アンケート回答 

効  果 

・企画の目的の 1 つである、未知の本との出会いの場とするという点について、アンケー

トですべての参加者が新しい本のジャンルに挑戦したいと回答し、目的の狙い通りの結

果になったといえる。 

・期待していた内容については、「人と交流するため」「新たな本のジャンルを開拓するた

め」「自分の好きな本を紹介するため」のうち、「人と交流するため」「新しい本のジャン

ルを開拓するため」と答えた人が多く、他者との交流を通して自身の関心を深めようと

していることが分かった。 

・開催日時は適切であった。前回の 12月に開催したオンライン読書交流会と同様に 5限 

の時間に設定した。 

・企画の実施時間については適切であった。前回は全員に 3 回ずつ本を紹介してもらい、

「企画が長かった」との意見が多かったため 2 回に減らしたところ、この回数で適切だ

と分かった。 

改 善 点 

・企画としては概ね成功だと思われる。しかしさらに参加者を集めるために宣伝の方法を

検討する余地はあると思われる。今回、インフォメーションシステムの重要性を確認で

きたため、次回以降の企画に活用していきたい。 

感  想 

・オンラインでの読書交流会は前年度 12月に開催した経験があり、進行の仕方については

前回の反省を踏まえ、改善することができた。司会進行を前回と同じメンバーが担当し

たということもあり、次回の開催時にはこの経験をうまく引き継ぐことが求められる。

次の読書交流会では他のメンバーが担当になったとしてもうまく企画を開催できるよう

考えていきたい。 

・満足度は平均で 87.5%で、企画の形としては及第点といえるのではないか。これからさ

らなる企画の発展のためにメンバー内で意見を出し合う必要はあるだろう。 

・特筆すべき点として、参加者全員がインフォメーションを見て参加している点がある。

あらゆる企画においてインフォメーションシステムを最重要視すべきと考えられる。 
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◆企 画 名  ビブリオバトル～この本が読みたい！杯～ 

日  程  2021 年 10月 26日(火) 

場  所  Zoom 

参加者数  13名（ピア・サポータ 4名、研修生 5名、一般学生 4名） 

 

目  的 

  この交流会の目的は、学年・学部を問わず「読書」という共通の趣味を通し、参加者同

士がコミュニケーションをとることで、参加者の視野を広げ、未知の本との出会いの場と

することである。また、ビブリオバトルの競技性を活用して、参加者に積極的な参加を促

すことを期待する。 
内  容 

・自己紹介 
・ビブリオバトル 本選 
・投票 決選投票 
・優勝者へのインタビュー 
・アンケート回答 
効  果 

・今回の目的の一つである「参加者の視野を広げ、未知の本との出会いの場とするこ

と」という観点について、アンケート結果から 100％の参加者が「新しいジャンル に

挑戦してみようと思った」と回答していることから、主な目的は達成したと考える 。 

・企画の実施時間について、 半数の参加者が「長かった」「少し長かった」と回答してい

る 。今回は 1時間 30分を企画に充て、10分程度前倒しで終了したため、従来の企画と

比較しても企画自体の実施時間は長くはないはずだが、他の参加者が演説している間

は他の参加者は聞き手に徹する必要があるため、実際よりも冗長に感じられたと考え

られる。 

・企画の総合満足度は、93.7％であり、企画としては概ね成功だった。 

改 善 点 

ビブリオバトル特有の「聞き手に回る時間」が長いという点については次回開催する 

際は考慮する必要がある。今回は 1人 5分登壇というビブリオバトルの公式ルールに則 

り、1コマ(1時間 30 分）で賄える人数として 6名を参加上限として開催したが、例えば 

予選   を設け 3人 1グループにするなどして聞き手である時間を少し減らすことを検討 

したい。参加者の集まりとしては、 多すぎず少なすぎずであった。 しかし安定した企画 

としてビブリオバトルを今後も開催するためにはリピーターを増やす方法を考えるべき 

だと感じた。 

感  想 

今回は今まで開催していた「読書交流会」の応用としてビブリオバトルを開催した。

企画発足当初は対面での開催を考えていたため、オンライン開催になったことは残念だ

が、その分司会や企画進行のためのメンバー育成にリソースを回せたのは良かった。次

回以降対面企画となると思うので、より参加者数を良くしていくための方策を考えてい

きたい。 
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2.3  ピア・サポータからのメッセージ 

 

ピア・コミュニティ運営本部の存在意義 

 

ピア・コミュニティ運営本部 小林蒼 

 

私がピア・コミュニティ運営本部（以下「運営本部」とします。）に入ったきっかけは、

インフォメーションシステムに掲載されていたメンバー募集のお知らせでした。当初は、

「何か団体に所属しておけば安心」という何となくの意識で入りました。 

1 年生の頃は、先輩がやっている企画に何となく参加することで過ごしました。新型コロ

ナウイルス感染症の影響で活動できない期間がありましたが、2年生の後半からは、運営本

部の代表を務めることになりました。 

代表になってから、考えるようになったことが 2点あります。 

1 点目は、運営本部の存在意義です。運営本部は他のコミュニティとは異なり、特定のコ

ンセプトを持っていません。「コミュニティ同士の連携・交流を促進すること」「ピアの理

念を学内に広めること」を目的とするコミュニティです。この目的をどのように捉え、活

動していけばよいのかについて考え悩みました。代表として活動していくうちに、たどり

着いた答えの一つは、「ピア・サポートをピア・サポートする」ことです。運営本部は、ピ

ア・サポートを行う人をピア・サポートするコミュニティなのだと考えるようになってか

ら、運営本部の存在意義の解像度が高まりました。運営本部として、各コミュニティから

意見を吸い上げ、行動していくことを重視し、活動に取り組んできました。 

2 点目は、ピア・コミュニティは「学びの宝庫」であるということです。ピア・コミュニ

ティでは、学生が学生の力で企画を作り上げます。構想の段階から準備、当日の運営まで、

すべて学生が行います。支援部署の職員や学生支援室 TA の助言をいただき、学生以外とも

関わりながら、より良い企画を作り上げていきます。学生が学生の力で企画を作り上げる

という過程は本当に学びが多いと感じます。代表として、学生同士ではもちろん、立場の

異なる人と関わる機会があり、人とのかかわり方について多くのことを学びました。この

過程を支援部署の職員や学生支援室 TA の学生以外も関わっている「小さな社会」の中で実

行していくピア・コミュニティの活動はまさに「学びの宝庫」だといえます。 

何となく運営本部に入った私の考えを大きく変えてくれたのがピア・コミュニティです。

ピア・コミュニティでより良い学びを生む活動ができるように、「ピア・サポートをピア・

サポートする」ことが運営本部の存在意義だと考えます。これからも、ピア・コミュニテ

ィでより良い学びが生まれるように、そして、ピア・コミュニティの魅力を多くの人に伝

えられるように活動していく存在であってほしいと思います。 

（文学部 3年次生） 
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“ルール”は正解ではない 

 

SUGaO 加藤 駿 

 

動画編集に代表される「分かりやすい技術」を得ることを目的として入った僕には、“組

織”というものが魅力的には見えなかった。なぜなら、“システム化された規則によって柔

軟に動くことができなくなる”、“自分のやっている役割の価値が見えなくなる”などのよう

な悪い面ばかり見えていたからだ。良い面として理解していたのは、多くのマンパワーでプ

ロジェクトを実行していくことによって、一人では成し得ないプロジェクトを完成させる

ことができる、ある種の創発特性と言えるものが存在するということだけであった。ただ、

そのような利点を生かすことができず、やらなければならないことばかりに目が行く組織

が多く、本来発足の理由であったであろう“自身の興味から出てくるもの”を実行すること

のできている組織を見つけることは難しかった。 

そこで自分の考え方で“良い組織”とは何なのかを考えた。まずはメンバーのやりたいこ

とをやる、興味を持ったものをやってみる。その上でプロジェクトマネージャーがそれを上

手くマネジメントして作る側、見る側にも利益のあるものを作る。そうすることでメンバー

に価値提供をし、モチベーションの維持に努める。そのような考え方を持って代表として

SUGaOを運営した。しかし、この方法は前提として“やりたいことがある人”がメンバーに

いる必要がある。学生の良い面でもあり悪い面でもある“とりあえずサークルに入ってみる”

という理由で加入する人ばかりの組織であった場合、新しい発想を提供できたとしても継

続性がない。その代わり、“やりたいことがある人”がいた場合の効果は底知れないのだが。 

このことから、システムの必要性は理解できた。特に、大学のサークルのような代謝の良

い組織において円滑に活動を進めたり引継ぎをしたりするには、時間的な制約とメンバー

のモチベーションの維持という問題を同時に解決していかなければならない。そこで、従っ

ておけば誰でも存続させることができるようなルールを作ることによって、時間短縮やモ

チベーションに関係ない継続性を図ることができる。ただし、解釈に柔軟性を残しておくこ

とや自分たちで既存のルールの本質を把握し新しい発想のできる余地は残しておかなけれ

ば、自分の行動に価値を見出せないまま無為に学生生活を浪費する人材を作る羽目になる。

組織の性質は世代によって大きく変わっていくからだ。 

そこで考えるのは“行動を縛らないルール作り”だ。「～をしなければならない」「～をや

る必要がある」という理由で役割を振る、または後の世代に残しては、振られた側は自身の

行動の価値が分からなくなる。「本質は何か」を提示し、それを追い求めていくことで得ら

れる“経験”を自分のものにしていく過程を支援する基準を示すことが求められる。 

“やりたいこと”と“やらなければならないこと”の均衡点はその世代の組織の特性によ

る。今、自分の所属している組織の特性はどちらに偏っているか推測し、常にその仮説を更

新していくことが重要なのではないだろうか。      （システム理工学部 3年次生） 
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2.4  支援部署職員からのメッセージ 

 
学生による学生のための国際交流 

 

国際教育グループ（受入留学生支援チーム） 天野航生  

 

KU ブリッジは「外国人留学生と一般学生の架け橋」となることを目的として、2008 年に発足し、

国際交流イベント等を企画しているピア・コミュニティです。毎月１回をベースとして、さまざまなイベ

ントを企画し、国際交流活動を行っています。 

私は、今年度より国際教育グループで受入留学生支援業務に従事しており、KUブリッジの担当

となりました。関西大学では、1,000 名を超える外国人留学生が学んでいます。彼らの「一般学生と

交流したい、友達になりたい」という希望と、一般学生の「外国人留学生と交流したい、友達になり

たい」という希望。この双方を、学生目線でマッチさせる役割を KU ブリッジは担っています。学生

のニーズに対して、一番近くで、一番身近な対応ができるのが KU ブリッジの魅力だと感じていま

す。学生生活でいろいろなことに気づき、新たな国際交流の取り組みを考え、企画を実施していく

なかで、企画・想定・創造する力が醸成されていくほか、後輩への指導力、集団を動かすリーダー

シップも身に着けることができ、担当としても、学生たちが活動のなかで目に見えて成長しているこ

とが見てとれました。また、KU ブリッジメンバー全体でのミーティング、企画実行の主要メンバーと

の打ち合わせ、企画書・予算書作成、そして大学への相談・確認などを通じて、個人の考えをチー

ムで一つにまとめ、形にしていくことの大変さ、そしてやりがいを学んでくれているのではないかと感

じています。 

一方で、2020 年度より引き続き新型コロナウイルス感染症の影響で、従来開催していたイベント

のほとんどが開催できませんでした。また、2021 年度も留学生の多くが入国制限措置にともない受

入停止となり、留学の断念や在学していても日本に入国出来ない状況が続いております。自分た

ちの活動の根幹を揺るがしかねない未曽有の事態を受け、KU ブリッジのメンバーも自分たちの活

動のやりがいや、方向性を見いだせず、大変苦しい状況に置かれました。しかし、そのような中でも、

オンラインで開催する新たなイベントの企画や、交流がない中で孤立している留学生をターゲットと

してイベントを行うなど、少しでも架け橋となるよう頑張って活動してくれました。活動に制限がかか

り、自分たちが本当にしたかった活動は十分にはできなかったかもしれません。しかしこの逆風の

中、仲間と共に考え、行動した力は彼らにとって、必ず将来の糧となって生きてくれるものであると

考えています。 

今後も、KU ブリッジのメンバーが感じていること、考えたことを自由に企画・提案してもらいなが

ら、私もアドバイスを加えるなかで、より良いイベント企画、ピア・コミュニティ活動、そして KU ブリッ

ジのメンバーそれぞれの成長を目指して、職員としてサポートしていく所存です。 

 

以 上 
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3  学生支援室の活動報告 
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役職・所属 氏　　名 任　　期 備　　考

学生センター所長 松村　吉信 役職在任中 第3項第2号アに定める委員

学生センター副所長 石井　光 役職在任中 第3項第2号イに定める委員

文学部教授 多賀　　太
2020.10.1

～2021.9.20
第3項第2号ウに定める委員

文学部准教授 村上　祐介
2021.9.21

～2022.9.30
第3項第2号ウに定める委員

学生サービス事務局長 鈴木　啓祐 役職在任中 第3項第2号エに定める委員

学事局次長 萩原　恒夫 役職在任中 第3項第2号オに定める委員

入試事務局長 井村　　誠 役職在任中 第3項第2号カに定める委員

学生サービス事務局次長 奈須　秀治 役職在任中 第3項第2号キに定める委員

国際事務局次長 松川　健志 役職在任中 第3項第2号クに定める委員

キャリアセンター事務局次長 島貫　るり子 役職在任中 第3項第2号ケに定める委員

学術情報事務局次長（図書館担当） 久保田　真也 役職在任中 第3項第2号コに定める委員

学術情報事務局次長（ＩＴ担当） 柿本　昌範 役職在任中 第3項第2号サに定める委員

学生生活支援グループ長 （奈須　秀治） 役職在任中 第3項第2号シに定める委員

ボランティア活動支援グループ長 古川　弘子 役職在任中 第3項第2号スに定める委員

新谷　祐希

第3項第2号に定める委員橋野　真歩

2021年度 学生支援連絡協議会　構成員名簿

ボランティア活動支援グループ事務担当者
第3項第2号に定める委員
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